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～ ホ ン ト に よ く 頑 張 っ た ２ 学 期 ! ～
コロナに翻弄されながらも生徒、職員、保護者、同窓会のみな

さまのご協力のおかげで何とか２学期を終了することができます。
支えていただき感謝しています。ありがとうございました。
2学期は何と言っても生徒会行事“ナハリンピック”が素晴ら

しかったです。コロナ禍であらゆる事が制約されている中、サブ

テーマ“いつでも僕らの心は密だった”は、生徒のみなさんの想

いが詰まったものであり、行事の大切さを改めて感じることがで

きました。また「創立百十周年記念式典・講演会」

も紆余曲折を経ながらも無事に終えることができ

ました。ご協力ありがとうございました。

日頃の授業や定期テストも頑張りながら、３年
生は同時進行で進路実現のための対策、１・２年生は様々な競技
大会、コンクール及び発表会等で活躍してくれました。那覇高生
の活躍は新聞等で大きく取り上げられました。
２学期の学業については、成績上位者（各教科平均80点以上）

が１年生32名（昨年度47名）15減、２年生49名（34名）１5
増、３年生53名（36名）17増で、２，３年生の頑張りにあっぱ
れですが、１年生の１5減がとても気になります。また、皆出席
者数は全体で762名となっており、２学期の出席率は全体で98.8
％で相変わらず高い数値を維持しています。全体的に１学期に比
べれば数値の落ち込みはありますが、那覇高生らしく何事にも一
生懸命取り組んだ結果は出ていると思います。
このように、那覇高生は日頃の学習活動、部活動、生徒会活動

及び学校行事など様々な場面において、一人ひとりの立ち位置で
力を発揮してくれました。日頃から生徒達を支えてくれた先生方
ご家族、同窓会及び地域の皆様ありがとうございました。 校長

～ 全 集 中 で ！ ～
いよいよ３年生にとってのメイ

ンイベント大学入学共通テストが
間近に迫っています。３年生は
12月14日より進路別授業に切り
替えてその対策にも余
念がありません。
試験日は１月 16日

（土）、17日（日）の
両日で、那覇高からは総勢311
名が受験する予定です。今年度は、
例年行っている試験会場での激励
を感染防止のため自粛するよう学
校、PTA及び進学塾等に文部科
学省より通知が出されています。
受験生とっては、厳しい年末年

始になりますが体調を万全に整え
て、全集中で頑張っていかなけれ
ばなりません。 校長

～高等学校合同説明会～
1２月９日（水）に中学校の「高

等学校合同説明会」へ行きました。
本来は那覇高校体育館で中学３年
生と保護者を招いて「学校説明会」
を開催するのですが、例年約1,3
00名の参加者があるため、今年
度はコロナ感染防止の観点からや
むなく中止としました。
県内の中学校へは「上級学校訪

問」という形式で、中学校単位で
の説明会を実施しているところで
す。これまでに多くの中学校が那
覇高校を訪問してくれており、そ
の都度担当の知念幸子先生や両教
頭が対応しました。
上記の「高等学校合同説明会」

は中学２年生に向けた進路学習会
で、中学校の先生方が早期に進路
選択の知識と意識を持たせようと
いう主旨で、初めての取り組みだ
ということでした。生徒たちは長
時間にもかかわらず、聞く態度や
あいさつなどもしっかりしており
感激しました。
いよいよ高校入試も始まりま

す。次代の那覇高校を担う生徒た
ちを迎えるために、緊張感を持っ
て対応して参ります。 校長

～･～･～ 時 の 言 葉 ～･～･～
「不便を感じましたけど、逆に今、出来る事や
残されているものってなんだろうと目を向ける
こともできました。そうすると、まだこれも
残ってる、あれも残ってる、いろんなことで
きるじゃん！と思えたんです」 （喜納 翼）

「１学年対象 喜納翼講演会」で貴重なお話をいただきました。
トレーニング中の事故により車椅子生活になりました。「私より
もみなさんの方がもっと可能性がある」何事もポジティブに捉
え、チャレンジしていく姿勢に心打たれました。 校長

* * * 校 長 雑 感 * * *
小６のとき「あんたの“みーわれーぐぁー”（しまことばで“

目が特徴的な笑顔”の意味）は上等だからいつも笑っていなさ
い」と通りすがりのおじいさんに言われた。後から聞いた話だ
が、このおじいさんは有名なユタだった。「あのおじいの言うこ
とはききなさい」と祖母に言われたので、あれからずっとその
言葉を心に留めている。やっぱり笑顔は大切だと思っている。


